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後

記

　季
節
も
進
み
、朝
晩
の
気
温
が
ひ

ん
や
り
と
感
じ
て
く
る
と
、数
か
月

前
の
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

　今
年
の
夏
は
、気
象
庁
が
統
計
を

取
り
始
め
て
以
降
、「
最
も
暑
い
夏
」

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
専
門
家
も

「
異
常
気
象
」と
指
摘
す
る
ほ
ど
の

暑
い
夏
で
し
た
。

　温
暖
化
対
策
な
ど
、地
球
規
模
の

気
候
変
動
を
し
っ
か
り
意
識
し
な

が
ら
も
、
ま
ず
は
健
康
第
一
、
無
理

せ
ず
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
す
。

（
O
・
Ｓ
）

第80号（法人化第31号）

　Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
っ
て
い
る
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
一
般

会
員
よ
り
年
会
費
が
安
い
な
ど
有
利

な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・

往
復
・
連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で

２
０
１
㎞
以
上
利
用
す
る
場
合
、
２

〜
３
割
引
で
特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券

等
を
購
入
で
き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円
（
入
会
金
は
無
料
）

　常
陽
銀
行
及
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
も
可

能
で
す
。

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９ ‒

 

２
４
３ ‒

 

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

賛
助
会
員
の
募
集

　当
協
議
会
は
、
身
体
障
害
者
の
自

立
更
生
と
福
祉
の
増
進
、
県
民
の
方

の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　県
民
の
方
々
、
団
体
各
位
の
ご
理

解
と
ご
賛
同
の
上
、
ご
支
援
を
頂
け

れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。

　な
お
、
賛
助
会
費
は
一
口
３
千
円

で
す
。

・ごあいさつ（茨城県福祉部長） ・スマートフォン操作研修会

・令和５年度 通常総会 ・第22回ゆうあい卓球大会

・茨城県障害者スポーツ大会ほか ・市町村だより（鹿嶋市・下妻市） 

・第26回 ゆうあいカラオケ歌謡発表会 ・叙勲受賞者の紹介

・結婚相談事業・日曜交流会 ・各種相談及びジパング倶楽部の案内等

・総合相談・自立支援推進事業
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次

各
種
相
談
の
ご
案
内

叙
勲
受
章
者
の
紹
介

 

結
婚
相
談

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
結
婚
登
録

・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　心
身
と
も
に
結
婚
生
活
が
可
能
な

方
、
ま
た
は
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方

■
相
談
日
・
時
間

・
相
談
日

　月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）。

・
時

　間

　午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
。

※

来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

 

総
合
相
談

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

　相
談
日
は
結
婚
相
談
と
同
じ
で
す
。

・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
。

・
来
所
相
談

　午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
（
要
予
約
）。

　長きにわたり国勢調査員を務め、統計
調査などの功績により受賞。令和２年６月
から本協議会理事の職務を担う。

令和５年５月10日

今 井  輝 勝  様

瑞宝単光章（春の叙勲）

第26回  ゆうあいカラオケ歌謡発表会

第22回  ゆうあい卓球大会

第26回  ゆうあいカラオケ歌謡発表会

第22回  ゆうあい卓球大会

茨城県身体障害者
福祉協議会　理事
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身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

　
今
年
度
は
欠
員
役
員
の
選
任
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
髙
木
会
長
を

中
心
に
、
副
会
長
５
名
、
理
事
９
名
、

監
事
２
名
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役

員
を
含
め
17
名
の
新
た
な
執
行
体
制

に
て
、
各
団
体
と
の
連
携
強
化
、
事

業
の
執
行
・
運
営
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
の
役
員
（
執
行

体
制
）
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

会
　
長
　
髙 

木

　昇
（
常
陸
太
田
市
）

副
会
長
　
髙 

野 

重 

彦
（
龍
ヶ
崎
市
）

副
会
長
　
松 

﨑 

昌 

樹
（
潮
来
市
）

副
会
長
　
尾 

上 

孝 

俊
（
常
総
市
）

副
会
長
　
藤 

田 

賢 

司
（
大
子
町
）

副
会
長
　
中 

島 

秀 

男
（
石
岡
市
）

理
　
事
　
荻 

津 

和 

良
（
茨
城
町
） 

理
　
事
　
小
松
崎 

進
（
笠
間
市
）

理
　
事
　
米 

川 

正 

典
（
鉾
田
市
）

理
　
事
　
齊 

藤 

茂 

雄
（
取
手
市
）

理
　
事
　
大 

野 

幸 

一
（
美
浦
村
）

理
　
事
　
服 

部 

佳 

子
（
下
妻
市
）

理
　
事
　
今 

井 

輝 

勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
軍 

司 

有 

通
（
那
珂
市
）  

理
　
事
　
村 

上 

克 

行
（
龍
ヶ
崎
市
） 

監
　
事
　
石 

津 

初 

美
（
鹿
嶋
市
）

監
　
事
　
平 

賀 

泰 

章
（
城
里
町
）

　
今
年
度
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役

員
は
２
名
で
す
。
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令
和
５
年
５
月
24
日
（
水
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ･

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会

館
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
年
度
も
、
昨
年
度
同
様
、
総
会

出
席
者
を
一
堂
に
会
し
、
従
来（
対
面
）

の
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
後
、
退
任
し
た

市
町
村
団
体
会
長 

染
谷
新
一
氏
（
前

境
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長
）

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
茨
城
県
福
祉
部
障
害
福

祉
課 

森
田
教
司
課
長
か
ら
来
賓
を
代

表
し
て
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県

社
会
福
祉
協
議
会 

森
田
百
合
子
副
会

長
、
及
び
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会 

荻
津
和
良
会
長
が
来
賓

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
、
令
和
４
年
度
収
入
支
出
計
算

書
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
状

況
、
欠
員
役
員
の
選
任
案
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
５
月
13
日
・
14
日
・
20
日
・

27
日
・
28
日
に
、
笠
松
運
動
公
園
他

２
会
場
で
、
令
和
５
年
度
茨
城
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
個
人
競
技
の

部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
や
水
泳
な
ど
合
計
８
つ

の
競
技
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

多
く
の
選
手
、
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
が
、
今

年
で
施
行
８
年
を
迎
え
、
令
和
５
年

３
月
30
日
（
木
）
に
、
日
立
市
内
で
記

念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
３
年
ぶ
り
で
す
。

　
日
立
新
都
市
広
場
か
ら
日
立
市
役

所
ま
で
の
1.6
㎞
、
桜
満
開
の
平
和
通

り
な
ど
、
参
加
者
全
員
で
の
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度通

常

総

会

を

開

催

表彰状の贈呈（左：染谷新一氏） 通常総会の様子

　
髙
木
会
長
様
を
は
じ
め
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
本
県
に
お
け
る
障
害

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
で
は
「
第
２
期
新
い
ば

ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
令
和
６
年
３

月
の
計
画
期
間
の
終
了
に
伴
い
、
令

和
６
年
度
以
降
の
新
た
な
障
害
者
プ

ラ
ン
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り

ま
す
。

　
第
２
次
茨
城
県
総
合
計
画
に
定
め

る
「
障
害
の
あ
る
人
も
暮
ら
し
や
す
い

社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
社
会
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
計
画

の
達
成
状
況
等
の
分
析
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
、
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
の
障
害
者
週
間
に
合

わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
芸
術
・
文
化

の
発
表
の
場
と
な
る
「
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

活
動
が
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、
４
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ

で
の
発
表
会
形
式
に
よ
る
音
楽
、
ダ

ン
ス
の
発
表
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
の
取
組
み
が
強
化
さ

れ
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
県
で
は
、
今
後
と
も
、
各
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
各
種
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
協
議

会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
城
県
福
祉
部
長

　
　
　
　

 

山  

口   

裕  

之

部
長
ご
あ
い
さ
つ

理事
軍司　有通
（那珂市）

監事
平賀　泰章
（城里町）

令
和
５
年
度

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
施
行

８
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て

新 新
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通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
年
度
も
、
昨
年
度
同
様
、
総
会

出
席
者
を
一
堂
に
会
し
、
従
来（
対
面
）

の
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
後
、
退
任
し
た

市
町
村
団
体
会
長 

染
谷
新
一
氏
（
前

境
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長
）

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
茨
城
県
福
祉
部
障
害
福

祉
課 

森
田
教
司
課
長
か
ら
来
賓
を
代

表
し
て
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県

社
会
福
祉
協
議
会 

森
田
百
合
子
副
会

長
、
及
び
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会 

荻
津
和
良
会
長
が
来
賓

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
、
令
和
４
年
度
収
入
支
出
計
算

書
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
状

況
、
欠
員
役
員
の
選
任
案
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
５
月
13
日
・
14
日
・
20
日
・

27
日
・
28
日
に
、
笠
松
運
動
公
園
他

２
会
場
で
、
令
和
５
年
度
茨
城
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
個
人
競
技
の

部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
や
水
泳
な
ど
合
計
８
つ

の
競
技
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

多
く
の
選
手
、
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
が
、
今

年
で
施
行
８
年
を
迎
え
、
令
和
５
年

３
月
30
日
（
木
）
に
、
日
立
市
内
で
記

念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
３
年
ぶ
り
で
す
。

　
日
立
新
都
市
広
場
か
ら
日
立
市
役

所
ま
で
の
1.6
㎞
、
桜
満
開
の
平
和
通

り
な
ど
、
参
加
者
全
員
で
の
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度通

常

総

会

を

開

催

表彰状の贈呈（左：染谷新一氏） 通常総会の様子

　
髙
木
会
長
様
を
は
じ
め
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
本
県
に
お
け
る
障
害

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
で
は
「
第
２
期
新
い
ば

ら
き
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
令
和
６
年
３

月
の
計
画
期
間
の
終
了
に
伴
い
、
令

和
６
年
度
以
降
の
新
た
な
障
害
者
プ

ラ
ン
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り

ま
す
。

　
第
２
次
茨
城
県
総
合
計
画
に
定
め

る
「
障
害
の
あ
る
人
も
暮
ら
し
や
す
い

社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
社
会
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
計
画

の
達
成
状
況
等
の
分
析
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
、
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
の
障
害
者
週
間
に
合

わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
芸
術
・
文
化

の
発
表
の
場
と
な
る
「
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

活
動
が
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、
４
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ

で
の
発
表
会
形
式
に
よ
る
音
楽
、
ダ

ン
ス
の
発
表
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
の
取
組
み
が
強
化
さ

れ
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
県
で
は
、
今
後
と
も
、
各
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
各
種
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
協
議

会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
城
県
福
祉
部
長

　
　
　
　

 

山  

口   

裕  

之

部
長
ご
あ
い
さ
つ

理事
軍司　有通
（那珂市）

監事
平賀　泰章
（城里町）

令
和
５
年
度

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
施
行

８
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て

新 新
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ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ

歌
謡
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
青
年
部
会
）

　
第
26
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
が
、
令
和
５
年
７
月
２
日

（
日
）、
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
、
応
援
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
を
含
め
総
勢
98
名
、

多
く
の
方
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
華
や
か
な
衣
装
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
方
、
歌
唱
力
に
優
れ
た
方
な
ど
、

出
演
者
は
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で

熱
演
を
披
露
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

笑
顔
に
満
ち
溢
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
演
者
全
員
の
写
真
掲
載
に
は
至

り
ま
せ
ん
が
、
発
表
会
の
様
子
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度

　上
半
期

実

施

事

業

報

告

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 

曜 

交 

流 

会

　
令
和
５
年
６
月
18
日
（
日
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
４
階
の
大
研
修
室
に
お
い
て
日

曜
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
16
名
、
指
導
員
等
関
係

者
を
含
め
る
と
全
体
で
19
名
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
講
師
を
招
き
、
自
分
だ
け
の
「
イ

ニ
シ
ャ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を
作
り

ま
し
た
。

　
作
り
方
は
、
型
に
無
色
透
明
の
液

体
樹
脂
を
流
し
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

色
を
付
け
た
り
、
好
き
な
ビ
ー
ズ
な

ど
を
入
れ
て
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
細
か
い
作

業
を
熱
心
に
取
り
組
み
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
溢
れ
た
素
敵
な
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
地
区

就
労
支
援
相
談
員
を
対
象
に
し
た
「
相

談
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
36
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
来
賓
と
し
て
、
茨
城
県
福

祉
部
障
害
福
祉
課 

黒
澤
創
課
長
補

佐
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

荻
津
和
良
会
長
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
茨
城
県
産
業
人
材
育
成

課 

障
害
者
職
業
訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー 

村
澤
康
江
氏
に
よ
り
「
実
践
能

力
習
得
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

地
区
就
労
相
談
員
で
あ
る
那
珂
市
身

体
障
害
者
の
会 

軍
司
有
通
会
長
よ
り

「
障
害
者
の
就
労
と
障
害
者
総
合
支
援

法
」
と
題
し
た
講
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

交流会の様子 作品作り 完成した作品

研修会の様子 村澤氏の講演 軍司氏の講演

５ ４

村上青年部会長あいさつ
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ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ

歌
謡
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
青
年
部
会
）

　
第
26
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
が
、
令
和
５
年
７
月
２
日

（
日
）、
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
、
応
援
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
を
含
め
総
勢
98
名
、

多
く
の
方
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
華
や
か
な
衣
装
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
方
、
歌
唱
力
に
優
れ
た
方
な
ど
、

出
演
者
は
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で

熱
演
を
披
露
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

笑
顔
に
満
ち
溢
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
演
者
全
員
の
写
真
掲
載
に
は
至

り
ま
せ
ん
が
、
発
表
会
の
様
子
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度

　上
半
期

実

施

事

業

報

告

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 
曜 
交 

流 

会

　
令
和
５
年
６
月
18
日
（
日
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
４
階
の
大
研
修
室
に
お
い
て
日

曜
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
16
名
、
指
導
員
等
関
係

者
を
含
め
る
と
全
体
で
19
名
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
講
師
を
招
き
、
自
分
だ
け
の
「
イ

ニ
シ
ャ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を
作
り

ま
し
た
。

　
作
り
方
は
、
型
に
無
色
透
明
の
液

体
樹
脂
を
流
し
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

色
を
付
け
た
り
、
好
き
な
ビ
ー
ズ
な

ど
を
入
れ
て
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
細
か
い
作

業
を
熱
心
に
取
り
組
み
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
溢
れ
た
素
敵
な
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
地
区

就
労
支
援
相
談
員
を
対
象
に
し
た
「
相

談
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
36
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
来
賓
と
し
て
、
茨
城
県
福

祉
部
障
害
福
祉
課 

黒
澤
創
課
長
補

佐
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会 

荻
津
和
良
会
長
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
茨
城
県
産
業
人
材
育
成

課 

障
害
者
職
業
訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー 

村
澤
康
江
氏
に
よ
り
「
実
践
能

力
習
得
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

地
区
就
労
相
談
員
で
あ
る
那
珂
市
身

体
障
害
者
の
会 

軍
司
有
通
会
長
よ
り

「
障
害
者
の
就
労
と
障
害
者
総
合
支
援

法
」
と
題
し
た
講
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

交流会の様子 作品作り 完成した作品

研修会の様子 村澤氏の講演 軍司氏の講演

５ ４

村上青年部会長あいさつ
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障
害
も
あ
る
人
も
な
い
人
も

　
　
　
　共
に
歩
み
幸
せ
に

   

鹿
嶋
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 

会
長

　石
津 

初
美

研
修
旅
行
の
実
施

 

　下
妻
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　

  

会
長

　服
部 

佳
子

市
町
村
だ
よ
り

こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村

か
ら
い
た
だ
い
た
活
動
状

況
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
空
白

期
間
を
経
て
、
久
し
ぶ
り
に
「
第
45
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
発
表
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
私
達
も
毎
年
の
事
業
日
程
に
お
い

て
、
た
ま
さ
ろ
ん
（
カ
ラ
オ
ケ
）
を
開

い
て
会
員
相
互
の
融
和
と
声
を
出
し

て
唄
を
歌
う
こ
と
で
健
康
の
維
持
向

上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
開
催
さ
れ
た
発
表
会
に
は
、

会
員
及
び
賛
助
会
員
、
８
名
が
初
め

て
の
舞
台
に
上
が
り
鍛
え
抜
い
た
歌

声
を
披
露
し
、
お
客
様
か
ら
盛
大
な

拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
全
員
に
よ
り
『
輪
に
な
っ
て

鹿
嶋
』
を
歌
い
踊
り
ま
し
た
。
こ
の
歌

詞
は
「
笑
顔
が
溢
れ
て
る
」「
み
ん
な

の
幸
せ
ふ
く
ら
む
よ
」「
み
ん
な
の
情

　
令
和
５
年
９
月
１
日
（
金
）、
日
立

方
面
へ
の
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
ヶ
所
の
見

学
地
に
満
足
。
バ
ス
の
中
で
は
、
ク

イ
ズ
、
脳
ト
レ
、
特
に
カ
ラ
オ
ケ
に

い
た
っ
て
は
、
誰
が
歌
っ
て
も
合
格

の
鐘
が
鳴
り
拍
手
喝
采
、
楽
し
い
日

帰
り
の
旅
は
、
感
謝
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

第
22
回

　ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
青
年
部
会
）

　
令
和
５
年
９
月
10
日
（
日
）、
龍
ヶ

崎
市
総
合
体
育
館
「
た
つ
の
こ
ア
リ
ー

ナ
」
に
お
い
て
、
龍
ヶ
崎
卓
球
連
盟
の

ご
協
力
の
も
と
、
ゆ
う
あ
い
卓
球
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
11
団
体
44
名
、
審
判
・
関
係
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
含
め
る
と

全
体
で
73
名
の
参
加
に
て
、
団
体
戦
・

個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た

が
、
参
加
者
は
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
な
が
ら
、
卓
球
を
通
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
団
体
戦
・
個
人
戦
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

[

団
体
戦
結
果]

　
　
優
　
勝
　
ゆ
う
あ
い
北
茨
城

　
　
準
優
勝
　
石
岡
卓
球
ク
ラ
ブ

　
　
第
三
位
　
下
妻
ス
マ
ッ
シ
ュ
Ａ

﹇
個
人
戦
結
果]

　
○
上
級
者
の
部

　
　
優
　
勝
　
小  
濱  

悠  

太

　
令
和
５
年
７
月
19
日
（
水
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
小
会
議
室
に
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
操
作
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
身
近
で
使
用
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
心
・
安
全
に

使
う
た
め
の
留
意
点
や
そ
の
便
利
さ
・

面
白
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

当
該
研
修
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
定
員
10
名
。
午
前
の
部
・

午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
５
名
ず
つ
の
少

人
数
形
式
で
、
専
門
講
師
に
よ
り
、

細
か
い
操
作
方
法
な
ど
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
有
意
義
な
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　
　
　操
作
研
修
会

研修会の様子

団体戦優勝チーム（ゆうあい北茨城）𠮷田正音楽記念館(日立市)にて

競技の様子

　
　
準
優
勝
　
柏   

　

 

颯  

太

　
　
第
３
位
　
本  

橋 

　

   

治

　
○
中
級
者
の
部

　
　
優
　
勝
　
小  

藥  

保  

夫

　
　
準
優
勝
　
小
松
澤  

豊 

宏

　
　
第
３
位
　
山  

本  

安  

生

　
○
初
級
者
の
部

　
　
優
　
勝
　
三  

代  

将  

太

　
　
準
優
勝
　
長  

澤  

彩  

花

　
　
第
３
位
　
廣  

瀬  

妙  

子

　
○
一
般
の
部

　
　
優
　
勝
　
太  

田  

直  

樹

　
　
準
優
勝
　
上  

野  

光  

江

　
　
第
３
位
　
鈴 

木  

真
直
美

熱
燃
や
そ
う
よ
」
で
、
ソ
ー
レ
ソ
ー
レ

輪
に
な
っ
て
手
を
つ
な
ご
う
と
結
ん

で
お
り
ま
す
。

　
私
達
も
こ
の
歌
詞
を
心
に
刻
み
込

み
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
鹿
嶋

市
の
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
尊
厳

を
も
っ
て
生
き
抜
い
て
行
き
た
い
と

改
め
て
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

※

「
題
名
」
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
よ
り
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障
害
も
あ
る
人
も
な
い
人
も

　
　
　
　共
に
歩
み
幸
せ
に

   

鹿
嶋
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 

会
長

　石
津 

初
美

研
修
旅
行
の
実
施

 

　下
妻
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　

  

会
長

　服
部 

佳
子

市
町
村
だ
よ
り

こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村

か
ら
い
た
だ
い
た
活
動
状

況
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
空
白

期
間
を
経
て
、
久
し
ぶ
り
に
「
第
45
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
発
表
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
私
達
も
毎
年
の
事
業
日
程
に
お
い

て
、
た
ま
さ
ろ
ん
（
カ
ラ
オ
ケ
）
を
開

い
て
会
員
相
互
の
融
和
と
声
を
出
し

て
唄
を
歌
う
こ
と
で
健
康
の
維
持
向

上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
開
催
さ
れ
た
発
表
会
に
は
、

会
員
及
び
賛
助
会
員
、
８
名
が
初
め

て
の
舞
台
に
上
が
り
鍛
え
抜
い
た
歌

声
を
披
露
し
、
お
客
様
か
ら
盛
大
な

拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
全
員
に
よ
り
『
輪
に
な
っ
て

鹿
嶋
』
を
歌
い
踊
り
ま
し
た
。
こ
の
歌

詞
は
「
笑
顔
が
溢
れ
て
る
」「
み
ん
な

の
幸
せ
ふ
く
ら
む
よ
」「
み
ん
な
の
情

　
令
和
５
年
９
月
１
日
（
金
）、
日
立

方
面
へ
の
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
ヶ
所
の
見

学
地
に
満
足
。
バ
ス
の
中
で
は
、
ク

イ
ズ
、
脳
ト
レ
、
特
に
カ
ラ
オ
ケ
に

い
た
っ
て
は
、
誰
が
歌
っ
て
も
合
格

の
鐘
が
鳴
り
拍
手
喝
采
、
楽
し
い
日

帰
り
の
旅
は
、
感
謝
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

第
22
回

　ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
青
年
部
会
）

　
令
和
５
年
９
月
10
日
（
日
）、
龍
ヶ

崎
市
総
合
体
育
館
「
た
つ
の
こ
ア
リ
ー

ナ
」
に
お
い
て
、
龍
ヶ
崎
卓
球
連
盟
の

ご
協
力
の
も
と
、
ゆ
う
あ
い
卓
球
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
11
団
体
44
名
、
審
判
・
関
係
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
含
め
る
と

全
体
で
73
名
の
参
加
に
て
、
団
体
戦
・

個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た

が
、
参
加
者
は
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
な
が
ら
、
卓
球
を
通
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
団
体
戦
・
個
人
戦
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

[

団
体
戦
結
果]

　
　
優
　
勝
　
ゆ
う
あ
い
北
茨
城

　
　
準
優
勝
　
石
岡
卓
球
ク
ラ
ブ

　
　
第
三
位
　
下
妻
ス
マ
ッ
シ
ュ
Ａ

﹇
個
人
戦
結
果]

　
○
上
級
者
の
部

　
　
優
　
勝
　
小  

濱  

悠  

太

　
令
和
５
年
７
月
19
日
（
水
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
小
会
議
室
に
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
操
作
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
身
近
で
使
用
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
心
・
安
全
に

使
う
た
め
の
留
意
点
や
そ
の
便
利
さ
・

面
白
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

当
該
研
修
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
定
員
10
名
。
午
前
の
部
・

午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
５
名
ず
つ
の
少

人
数
形
式
で
、
専
門
講
師
に
よ
り
、

細
か
い
操
作
方
法
な
ど
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
有
意
義
な
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　
　
　操
作
研
修
会

研修会の様子

団体戦優勝チーム（ゆうあい北茨城）𠮷田正音楽記念館(日立市)にて

競技の様子

　
　
準
優
勝
　
柏   

　

 

颯  

太

　
　
第
３
位
　
本  

橋 

　

   

治

　
○
中
級
者
の
部

　
　
優
　
勝
　
小  

藥  

保  

夫

　
　
準
優
勝
　
小
松
澤  

豊 

宏

　
　
第
３
位
　
山  

本  

安  

生

　
○
初
級
者
の
部

　
　
優
　
勝
　
三  

代  

将  

太

　
　
準
優
勝
　
長  

澤  

彩  

花

　
　
第
３
位
　
廣  

瀬  

妙  

子

　
○
一
般
の
部

　
　
優
　
勝
　
太  

田  

直  

樹

　
　
準
優
勝
　
上  

野  

光  

江

　
　
第
３
位
　
鈴 

木  

真
直
美

熱
燃
や
そ
う
よ
」
で
、
ソ
ー
レ
ソ
ー
レ

輪
に
な
っ
て
手
を
つ
な
ご
う
と
結
ん

で
お
り
ま
す
。

　
私
達
も
こ
の
歌
詞
を
心
に
刻
み
込

み
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
鹿
嶋

市
の
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
尊
厳

を
も
っ
て
生
き
抜
い
て
行
き
た
い
と

改
め
て
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

※

「
題
名
」
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
よ
り
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集

後

記

　季
節
も
進
み
、朝
晩
の
気
温
が
ひ

ん
や
り
と
感
じ
て
く
る
と
、数
か
月

前
の
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

　今
年
の
夏
は
、気
象
庁
が
統
計
を

取
り
始
め
て
以
降
、「
最
も
暑
い
夏
」

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
専
門
家
も

「
異
常
気
象
」と
指
摘
す
る
ほ
ど
の

暑
い
夏
で
し
た
。

　温
暖
化
対
策
な
ど
、地
球
規
模
の

気
候
変
動
を
し
っ
か
り
意
識
し
な

が
ら
も
、
ま
ず
は
健
康
第
一
、
無
理

せ
ず
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
す
。

（
O
・
Ｓ
）

第80号（法人化第31号）

　Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
っ
て
い
る
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
一
般

会
員
よ
り
年
会
費
が
安
い
な
ど
有
利

な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・

往
復
・
連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で

２
０
１
㎞
以
上
利
用
す
る
場
合
、
２

〜
３
割
引
で
特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券

等
を
購
入
で
き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円
（
入
会
金
は
無
料
）

　常
陽
銀
行
及
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
も
可

能
で
す
。

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９ ‒

 
２
４
３ ‒

 

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

賛
助
会
員
の
募
集

　当
協
議
会
は
、
身
体
障
害
者
の
自

立
更
生
と
福
祉
の
増
進
、
県
民
の
方

の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　県
民
の
方
々
、
団
体
各
位
の
ご
理

解
と
ご
賛
同
の
上
、
ご
支
援
を
頂
け

れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。

　な
お
、
賛
助
会
費
は
一
口
３
千
円

で
す
。

・ごあいさつ（茨城県福祉部長） ・スマートフォン操作研修会

・令和５年度 通常総会 ・第22回ゆうあい卓球大会

・茨城県障害者スポーツ大会ほか ・市町村だより（鹿嶋市・下妻市） 

・第26回 ゆうあいカラオケ歌謡発表会 ・叙勲受賞者の紹介

・結婚相談事業・日曜交流会 ・各種相談及びジパング倶楽部の案内等

・総合相談・自立支援推進事業
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目

次

各
種
相
談
の
ご
案
内

叙
勲
受
章
者
の
紹
介

 

結
婚
相
談

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
結
婚
登
録

・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　心
身
と
も
に
結
婚
生
活
が
可
能
な

方
、
ま
た
は
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方

■
相
談
日
・
時
間

・
相
談
日

　月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）。

・
時

　間

　午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
。

※

来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

 
総
合
相
談

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

　相
談
日
は
結
婚
相
談
と
同
じ
で
す
。

・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
。

・
来
所
相
談

　午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
（
要
予
約
）。

　長きにわたり国勢調査員を務め、統計
調査などの功績により受賞。令和２年６月
から本協議会理事の職務を担う。

令和５年５月10日

今 井  輝 勝  様

瑞宝単光章（春の叙勲）

第26回  ゆうあいカラオケ歌謡発表会

第22回  ゆうあい卓球大会

第26回  ゆうあいカラオケ歌謡発表会

第22回  ゆうあい卓球大会

茨城県身体障害者
福祉協議会　理事




